
                                    

 

立
正
大
戦
で
は
、
２
試
合

合
わ
せ
て
７
安
打
と
、
昨
季

か
ら
の
課
題
で
あ
る
打
撃
面

で
苦
し
ん
だ
。
西
村
亮
監
督

は
「
対
策
で
き
ず
に
何
度
も

一
人
の
投
手
に
抑
え
ら
れ
る

の
は
恥
ず
か
し
い
。
し
っ
か

り
や
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と

打
撃
陣
へ
の
奮
起
を
促
し
た
。 

 

初
戦
の
先
発
は
東
野
龍
二

(

商
３)

。
前
回
は
、
試
合
を
作

る
こ
と
が
で
き
ず
に
、「
こ
れ

か
ら
気
持
ち
を
切
り
替
え
て

や
っ
て
い
く
」
と
語
っ
た
。 

し
か
し
初
回
、
四
球
と
三

塁
へ
の
内
野
安
打
で
２
死
一
、

二
塁
と
さ
れ
る
と
、
次
の
打

者
に
右
前
適
時
打
を
打
た
れ
、

い
き
な
り
先
制
を
許
す
。 

流
れ
が
変
わ
っ
た
の
は

３
回
裏
。
１
死
一
、
三
塁
の

場
面
で
迎
え
た
打
者
は
長
谷

川
雄
飛(

法
４)

。「
詰
ま
っ
た

が
、
よ
く
飛
ん
で
く
れ
た
」

と
右
前
適
時
打
を
放
ち
同
点
。

さ
ら
に
菅
野
赳
門(

商
２)

の

右
前
適
時
打
で
、
逆
転
に
成

功
し
た
。 

そ
の
後
も
最
後
ま
で
接

戦
と
な
る
も
、
９
回
に
は
巴

山
颯
太
郎(

法
２)

が
、
今
季

チ
ー
ム
初
と
な
る
ソ
ロ
ホ
ー

ム
ラ
ン
を
放
ち
追
加
点
。
最

後
は
初
登
板
の
伊
藤
大
海

(

経
１)

が
青
学
大
打
線
を
封

じ
、今
季
初
勝
利
を
飾
っ
た
。 

１
部
復
帰
に
は
、
と
に
か

く
勝
つ
し
か
な
い
。
試
合
後

米
満
は
「
２
連
勝
で
勝
ち
点

１
を
取
り
、
勢
い
に
乗
っ
て

行
き
た
い
」
と
、
次
戦
に
向

け
て
の
決
意
を
語
っ
た
。 

   

 

文
＝
山
本
正
太 

写
真
＝
二
宮
優
里
亜 

                 

「
同
じ
よ
う
な
打
ち
取

ら
れ
方
を
し
て
い
る
。
打
て

な
い
く
ら
い
良
い
ピ
ッ
チ
ャ

ー
だ
と
し
て
も
…
」
と
西
村

監
督
は
言
葉
を
濁
ら
せ
た
。 

今
季
の
課
題
の
一
つ
で

あ
る
打
撃
は
、
主
将
の
高
橋

亮
介(

法
４)

が
「（
駒
大
打
線

は
）
今
日
の
よ
う
な
投
手
に

弱
い
」と
分
析
し
た
よ
う
に
、

13
安
打
５
打
点
の
前
日
の

勢
い
は
影
を
潜
め
、
４
安
打

無
得
点
と
不
発
に
終
わ
っ
た
。 

先
発
の
谷
中
も
、
先
制
点

こ
そ
許
さ
な
い
も
の
の
、
初

回
か
ら
相
手
打
線
に
つ
か
ま

り
苦
戦
を
強
い
ら
れ
る
。
西 

  

村
監
督
か
ら
指
摘
さ
れ
た
よ

う
に
ボ
ー
ル
カ
ウ
ン
ト
が
先

行
す
る
こ
と
が
多
く
、
四
球

で
投
球
の
リ
ズ
ム
を
崩
す
場

面
も
多
く
見
ら
れ
た
。 

一
方
、
６
回
か
ら
谷
中
の

後
を
任
さ
れ
た
高
橋
由
は
テ

ン
ポ
の
良
い
投
球
を
見
せ
、

４
回
無
安
打
無
失
点
の
好
投
。

攻
撃
面
で
は
、
盗
塁
失
敗
な

ど
で
得
点
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃

が
し
て
し
ま
う
歯
が
ゆ
い
場

面
も
あ
っ
た
が
、
高
橋
亮
主

将
は
「
状
態
の
い
い
打
者
が

い
る
の
で
、
明
日
は
対
策
を

し
っ
か
り
立
て
て
臨
み
た
い
」

と
翌
日
の
展
望
を
語
っ
た
。

次
戦
で
は
つ
な
ぐ
打
線
と
安

定
し
た
投
球
の
か
み
合
っ
た

プ
レ
ー
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ

う
。 
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川
朋
子 

 

駒  大 ００２ ００１ ０１１＝５ 

青学大 １００ ００１ ０１１＝４ 

2016年度春季リーグ戦 

第３週 ４月 18日 

１勝０敗 

 

２
連
敗
で
迎
え
た
対
青
学
大
１
回

戦
。
初
回
か
ら
先
制
点
を
奪
わ
れ
た

も
の
の
、
３
回
に
は
長
谷
川
と
菅
野

の
適
時
打
で
逆
転
に
成
功
し
た
。
試

合
は
一
進
一
退
の
攻
防
と
な
っ
た

が
、
最
後
は
見
事
勝
ち
切
り
、
待
望
の

今
季
初
勝
利
と
な
っ
た
。 

2016年度春季リーグ戦 

第３週 ４月 19日 

１勝１敗 

        打安点 

(８)米  満  ３１０ 

Ｒ８諸  積  ０００ 

(４)福  山  １００ 

４ 新  井  ２００ 

Ｈ 恒  川  １００ 

(７)長谷川  ３１０ 

ＤＨ青  地  ３００ 

(３)巴  山  ３１０ 

(９)酒  井  ３１０ 

(６)菅  野  ３００ 

(５)岡  田  ３００ 

(２)  長    ２００ 

Ｈ 高  石  １００ 

       計 28４０ 

 

         回 打安責 

●谷  中  ５  25７０ 

  高橋由  ４  14００ 

前
日
の
勝
利
に
続
き
た
い
２
回
戦
。

先
発
の
谷
中
文
哉(

商
４)

は
５
回
、
安
打

や
捕
逸
な
ど
も
重
な
り
２
点
を
奪
わ
れ

る
。
谷
中
の
後
を
任
さ
れ
た
高
橋
由
弥

(

経
３)

が
、
４
回
無
安
打
無
失
点
の
好
投

を
見
せ
る
も
、
打
線
は
奮
わ
ず
無
得
点
。

勝
負
は
第
３
戦
に
持
ち
込
ま
れ
た
。 

【
右
】
本
塁
打
を
放
っ
た
巴
山 

青学大 ０００ ０２０ ０００＝２ 

駒  大 ０００ ０００ ０００＝０ 

         打安点 

(８)米  満  ５４０ 

(４)福  山  ２００ 

(７)長谷川  ４３３ 

(９)青  地  ３００ 

(３)巴  山  ４２１ 

ＤＨ新  井  ２００ 

ＨＤ松  尾  １００ 

(６)菅  野  ５２１ 

(５)岡  田  ３１０ 

(２)  長    ４１０ 

       計 3313５ 

 

        回 打安責 

○東  野 ７2/3 3311３ 

  高橋由 ０1/3 ４２１ 

  伊藤大 １   ３００ 

 


